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1．目的 
 土木情報学委員会では、建設生産システムの新たな取組みとして CIM の導入および情報化

施工の一般化に関する研究・開発と、これらの技術の普及支援を目的とした活動を行っている

一環として、CIM に対する取組として、産（設計者、施工者）、官（事業発注者）、学（技術

開発者）の立場から、建設生産システム合理化の方向性について紹介し、全国の建設従事者に

広く周知を図ることを目的として、2013 年度「CIM」に関する講演会に引き続き、「CIM 講

演会 2014」を開催した。 

2．開催概要 

2.1 日程・会場と参加者数 

 開催に当たっては、担当を主に東日本を国土基盤モデル小委員会、西日本を ICT 施

工研究小委員会として開催した。沖縄は両委員会での共催とした。 

定員
参加
者数

会場
定員

受講
者数

前年
比

1 7月17日 札幌 国土基盤 210 141 156 137 -4 札幌市教育文化会館　講堂

2 7月25日 福岡 ICT施工 120 148 180 170 22 天神ビル　大会議室11号（椅子席）

3 8月29日 仙台 国土基盤 180 113 190 141 28 エルパーク仙台　スタジオホール

4 9月5日 高松 ICT施工 90 57 120 54 -3 サンポートホール高松　５４会議室

5 9月19日 名古屋 国土基盤 144 133 144 121 -12 吹上ホール第3会議室

6 10月3日 広島 ICT施工 112 85 200 96 11 サテライトキャンパスひろしま　大会議室

7 10月17日 大阪 ICT施工 200 135 150 112 -23 大塚商会

8 11月14日 沖縄 ICT施工 60 61 100 64 3 沖縄県立博物館・美術館　講座室

9 11月28日 富山
昨年は金沢

国土基盤 144 46 252 78 32 一般社団法人 富山県農協会館　8Fホール

10 12月19日 東京 国土基盤 150 130 207 167 37 日比谷コンベンションホール（大ホール）

1,410 1,049 1,699 1,140 91計

今年度

会場No. 開催日 場所 担当

昨年実績
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2.2 後援・協賛 

【後援】  

国土交通省 

全会場 

一般財団法人 日本建設情報総合センター 

一般財団法人 先端建設技術センター 

一般社団法人 日本建設機械施工協会 

一般社団法人 建設コンサルタンツ協会 

一般社団法人 日本建設業連合会 

一般社団法人 オープン CAD フォーマット評議会 

内閣府 沖縄総合事務局 沖縄会場 

 

【協賛】 

 

[ゴールドスポンサー] 

株式会社 建設システム 

オートデスク株式会社 

株式会社フォーラムエイト 

株式会社 コンピュータシステム研究所 

[シルバースポンサー] 

福井コンピュータ株式会社 

日本スペースイメージング株式会社 

日本ヒューレット・パッカード株式会社 

株式会社エムティシー 

応用技術株式会社 

川田テクノシステム株式会社 

レノボ・ジャパン株式会社 

伊藤忠テクノソリューションズ株式会社 

[ブロンズスポンサー] 
株式会社大塚商会 

株式会社富士通マーケティング 
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3．開催概要 
 

[札幌会場]平成 26 年 7 月 17 日(木) 13:30～16:55  札幌市教育文化会館 講堂 

13:30～13:35 開会挨拶 

公益社団法人土木学会 国土基盤モデル小委員会      小委員長  城古 雅典 

13:35～14:35 国土交通省における CIM の取り組みについて 

国土交通省大臣官房技術調査課                 技術管理係長 本村 信一郎 

国土交通省北海道開発局事業振興部 技術管理課 技術管理企画官 遠藤 達哉  

14:45～15:15 米国 CIM 技術調査報告 

公益社団法人土木学会 米国 CIM 技術調査団                福地 良彦 

(休憩) 

15:30～16:10 計画・設計事例と施工との連携 

公益社団法人土木学会 国土基盤モデル小委員会     副小委員長 藤澤 泰雄 

16:10～16:50 施工事例と維持管理への連携 

公益社団法人土木学会 ICT 施工研究小委員会              委員 杉浦 伸哉

16:50～16:55 閉会挨拶 

公益社団法人土木学会 国土基盤モデル小委員会     副小委員長 緒方 正剛 

 

[福岡会場]平成 26 年 7 月 25 日(金) 13:30～16:55  天神ビル 大会議室 11 号 

 

13:30～13:35 開会挨拶 

公益社団法人土木学会 国土基盤モデル小委員会      小委員長  城古 雅典 

13:35～14:35 国土交通省における CIM の取り組みについて 

国土交通省大臣官房技術調査課                  工事監視官     白土 正美 

国土交通省九州地方整備局 企画部              工事品質調整官  桒原 正純 

14:45～15:15 米国 CIM 技術調査報告 

公益社団法人土木学会 米国 CIM 技術調査団                  杉浦 伸哉 

(休憩) 

15:30～16:10 計画・設計事例と施工との連携 

公益社団法人土木学会 ICT 施工研究小委員会           小委員長  森 博昭

16:10～16:50 施工事例と維持管理への連携 

公益社団法人土木学会 ICT 施工研究小委員会              委員  福地 良彦

16:50～16:55 閉会挨拶 

公益社団法人土木学会 国土基盤モデル小委員会      副小委員長 藤澤 泰雄 
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[仙台会場]平成 26 年 8 月 29 日(金) 13:30～16:55 エルパーク仙台 スタジオホール 

 

13:30～13:35 開会挨拶 

公益社団法人土木学会 国土基盤モデル小委員会     小委員長   城古 雅典 

13:35～14:35 国土交通省における CIM の取り組みについて 

国土交通省大臣官房技術調査課                  技術管理係長 本村 信一郎 

国土交通省東北地方整備局 北上川ダム統合管理事務所 胆沢ダム管理支所  

管理係長    今野 浩一 

14:35～15:15 米国 CIM 技術調査報告 

公益社団法人土木学会 米国 CIM 技術調査団                 東出 成記 

(休憩) 

15:30～16:10 計画・設計事例と施工との連携 

公益社団法人土木学会 国土基盤モデル小委員会      副小委員長 藤澤 泰雄 

16:10～16:50 施工事例と維持管理への連携 

公益社団法人土木学会 国土基盤モデル小委員会        委 員    村井 重雄 

16:50～16:55 閉会挨拶 

公益社団法人土木学会 国土基盤モデル小委員会      副小委員長 緒方 正剛 

 

 

[高松会場]平成 26 年 9 月 5 日(金) 13:30～16:55  サンポートホール高松 54 会議室 

 

13:30～13:35 開会挨拶 

公益社団法人土木学会 ICT 施工研究小委員会       小委員長     森 博昭 

13:35～14:35 国土交通省における CIM の取り組みについて 

国土交通省大臣官房技術調査課                  技術管理係長 本村 信一郎 

国土交通省四国地方整備局企画部              工事品質調整官 中川 達郎 

14:35～15:15 米国 CIM 技術調査報告 

公益社団法人土木学会 米国 CIM 技術調査団                 影山 輝彰 

(休憩) 

15:30～16:10 計画・設計事例と施工との連携 

公益社団法人土木学会 国土基盤モデル小委員会         委 員   徳永 貴士 

16:10～16:50 施工事例と維持管理への連携 

公益社団法人土木学会 ICT 施工研究小委員会           委 員  五十嵐 善一

16:50～16:55 閉会挨拶 

公益社団法人土木学会 国土基盤モデル小委員会        小委員長 城古 雅典 
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[名古屋会場]平成 26 年 9 月 19 日(金) 13:30～16:55 吹上ホール第 3会議室 

 

13:30～13:35 開会挨拶 

公益社団法人土木学会 国土基盤モデル小委員会     小委員長   城古 雅典 

13:35～14:35 国土交通省における CIM の取り組みについて 

国土交通省大臣官房技術調査課                   工事監視官   白土 正美 

国土交通省中部地方整備局 企画部             工事品質調整官 満仲 滋夫 

14:35～15:15 米国 CIM 技術調査報告 

公益社団法人土木学会 米国 CIM 技術調査団                 藤島 崇 

(休憩) 

15:30～16:10 計画・設計事例と施工との連携 

公益社団法人土木学会 ICT 施工研究小委員会           小委員長 森 博昭 

16:10～16:50 施工事例と維持管理への連携 

公益社団法人土木学会 ICT 施工研究小委員会              委員  黒台 昌弘

16:50～16:55 閉会挨拶 

公益社団法人土木学会 国土基盤モデル小委員会            委員 小島 文寛 

 

 

[広島会場]平成 26 年 10 月 3 日(金) 13:30～16:55 

  サテライトキャンパスひろしま 大会議室 

 

13:30～13:35 開会挨拶 

公益社団法人土木学会 ICT 施工研究小委員会      小委員長 森 博昭 

13:35～14:35 国土交通省における CIM の取り組みについて 

国土交通省大臣官房 技術調査課         工事監視官    白土 正美 

国土交通省中国地方整備局 企画部                工事品質調整官 錦織  豊 

14:35～15:15 米国 CIM 技術調査報告 

公益社団法人土木学会 米国 CIM 技術調査団                 藤澤 泰雄 

(休憩) 

15:30～16:10 計画・設計事例と施工との連携 

公益社団法人土木学会  ICT 施工研究小委員会       委 員  亀田 雄二 

16:10～16:50 施工事例と維持管理への連携 

公益社団法人土木学会 ICT 施工研究小委員会            委 員  福地 良彦 

16:50～16:55 閉会挨拶 

公益社団法人土木学会 国土基盤モデル小委員会        小委員長 城古 雅典 
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[大阪会場]平成 26 年 10 月 17 日(金) 13:30～16:55  大塚商会関西支社 

 

13:30～13:35 開会挨拶 

公益社団法人土木学会 ICT 施工研究小委員会   副小委員長   石田 仁 

13:35～14:35 国土交通省における CIM の取り組みについて 

国土交通省 大臣官房 技術調査課       技術管理係長  本村 信一郎 

国土交通省 近畿地方整備局 企画部      機械施工管理官 加藤 義紀 

14:35～15:15 米国 CIM 技術調査報告 

公益社団法人土木学会 米国 CIM 技術調査団        団  長    矢吹 信喜 

(休憩) 

15:30～16:10 計画・設計事例と施工との連携 

公益社団法人土木学会 ICT 施工研究小委員会           小委員長  森 博昭 

16:10～16:50 施工事例と維持管理への連携 

公益社団法人土木学会 国土基盤モデル小委員会        小委員長 城古 雅典 

16:50～16:55 閉会挨拶 

公益社団法人土木学会 国土基盤モデル小委員会      副小委員長 緒方 正剛 

 

 

[沖縄会場]平成 26 年 11 月 14 日(金) 13:30～16:55 沖縄県立博物館・美術館 講座室 

 

13:30～13:35 開会挨拶 

公益社団法人土木学会 ICT 施工研究小委員会   小委員長      森 博昭 

13:35～14:35 国土交通省における CIM の取り組みについて 

国土交通省 大臣官房 技術調査課       技術管理係長  本村 信一郎 

内閣府 沖縄総合事務局 開発建設部 技術管理課  工事検査官  平良 博孝 

14:35～15:15 米国 CIM 技術調査報告 

公益社団法人土木学会 米国 CIM 技術調査団        団  長    矢吹 信喜 

(休憩) 

15:30～16:10 計画・設計事例と施工との連携 

公益社団法人土木学会 国土基盤モデル小委員会      副小委員長 緒方 正剛 

16:10～16:50 施工事例と維持管理への連携 

公益社団法人土木学会 ICT 施工研究小委員会            委員    福地 良彦

16:50～16:55 閉会挨拶 

公益社団法人土木学会 国土基盤モデル小委員会        小委員長 城古 雅典 
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[富山会場]平成 26 年 11 月 28 日(金) 13:30～16:55  富山県農協会館 8F ホール 

 

13:30～13:35 開会挨拶 

公益社団法人土木学会 国土基盤モデル小委員会        小委員長 城古 雅典 

13:35～14:35 国土交通省における CIM の取り組みについて 

国土交通省 北陸地方整備局 企画部           技術調整管理官 高島 和夫

14:35～15:15 米国 CIM 技術調査報告 

公益社団法人土木学会 米国 CIM 技術調査団        団  長   矢吹 信喜

(休憩) 

15:30～16:10 計画・設計事例と施工との連携 

公益社団法人土木学会 国土基盤モデル小委員会       委 員    竹内 幹男

16:10～16:50 施工事例と維持管理への連携 

公益社団法人土木学会 ICT 施工研究小委員会          委 員    杉浦 伸哉

16:50～16:55 閉会挨拶 

公益社団法人土木学会 国土基盤モデル小委員会      副小委員長 藤澤 泰雄

 

 

[東京会場]平成 26 年 12 月 19 日(金) 13:30～16:55   

日比谷コンベンションホール（大ホール） 

 

13:30～13:35 開会挨拶 

公益社団法人土木学会 国土基盤モデル小委員会        小委員長 城古 雅典 

13:35～14:35 国土交通省における CIM の取り組みについて 

国土交通省 大臣官房 技術調査課    建設システム管理企画室長 高村 裕平

国土交通省 関東地方整備局 企画部 技術管理課      課長補佐 野辺 則男

14:35～15:15 米国 CIM 技術調査報告 

公益社団法人土木学会 米国 CIM 技術調査団        副団長 本村 信一郎

(休憩) 

15:30～16:10 計画・設計事例と施工との連携 

公益社団法人土木学会 国土基盤モデル小委員会   副小委員長 藤澤 泰雄

16:10～16:50 施工事例と維持管理への連携 

公益社団法人土木学会 ICT 施工研究小委員会          副小委員長 石田 仁

16:50～16:55 閉会挨拶 

公益社団法人土木学会 国土基盤モデル小委員会      副小委員長 緒方 正剛
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4．アンケート結果のまとめ 

4.1 アンケート総括 

No. 開催日 会場 会場定員 登録者 欠席者 当日参加 受講者数 アンケート回答者

1 7 月 17 日 札幌 156 143 20 14 137 116 

2 7 月 25 日 福岡 180 182 34 22 170 118 

3 8 月 29 日 仙台 190 162 32 11 141 110 

4 9 月 5 日 高松 120 54 9 9 54 82 

5 9 月 19 日 名古屋 144 141 24 4 121 118 

6 10 月 3 日 広島 200 102 10 6 98 37 

7 10 月 17 日 大阪 150 153 46 5 112 101 

8 11 月 14 日 沖縄 100 67 6 3 64 66 

9 11 月 28 日 富山(昨年は金沢) 252 86 13 5 78 61 

10 12 月 19 日 東京 207 207 55 15 167 122 

計 1,699 1,297 249 94 1,142 931 

 

 

4.2 各会場の集計 
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4.3 所属属性による集計 
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4.4  2013 年度との比較 
コンサルタンツの参加者が多く、参加者に比率も増加している。建設会社からの参加はわずか

に増加している。 
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年齢構成は、40 台が最も多いが、年代ごとの構成比率は年度によりあまり違わない。 
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内容まで良く知っているが増え、その他は減少しており、認知度は向上している。 

 
 

 
 
既に取り組んでいる割合が増え、将来的に取り組むが減っているが、予定なしもわずかに増加

しており、取組が進展していることがわかる。 
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4.5 発注者所属者からの回答の推移 
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4.6 建設会社所属者からの回答の推移 
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4.7 コンサルタント所属者からの回答の推移 

 
CIM に既に取り組んでいる回答者が約 2 倍になっている。 
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6.アンケートの内容 

A.所属  □発注者 □建設会社 □建設コンサルタント □調査会社 

  □測量会社 □IT ベンダー □大学・研究機関 □その他 

B.年齢  □20 代以下 □30 代  □40 代  □50 代  □60 代以上 

C.CIM について   □内容までよく知っている □言葉は聞いたことがある    □初めて知った 

D.講習内容について □CIM の全体像がよくわかった □なんとなくわかった □よくわからなかった 

E.CIM の取組みについてお尋ねします 

 □既に取り組んでいる 

※取組み分野は？  □三次元モデル作成による設計協議 □数量、工事費の自動算出  

□その他(                                                   ) 

F.CIM を導入するにあたって、考えられる課題についてお尋ねします（複数回答）。 

□導入コスト（ソフト・ハード）  □CIM 知識・技術 □担当技術者 

□人材育成、教育 □会社奉仕・制度 □わからない 

G.今後、CIM を導入するにあたって、どのような情報を希望しますか？（複数回答）  

□３次元モデリング手法 □導入事例紹介 □CIM に対する政策や方針 □ソフトウェア勉強会 

□実施研修（OJT）  □実施研修（ビデオ等） □その他(                               ) 

H.本日の講習会について、ご意見・ご質問等ございましたら、ご記入ください。 

（                                       ） 
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講 演 集 
 

 

各会場で使用された配布資料をまとめたものです。 

国土交通省大臣官房技術調査課の資料は、12 月 19 日の東京会場での資料です。 
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4
 

資
料
『建
設
産
業
に
お
け
る
就
業
等
の
状
況
に
つ
い
て
（（
一
財
）建
設
業
振
興
基
金
）』
 

③
【３
年
以
内
離
職
率
の
推
移
（割
合
）】
 

■
新
卒
の
建
設
業
就
業
者
の
う
ち
、
約
４
割
は
３
年
以
内
に
 

 
 辞
め
て
し
ま
う
。
 

■
若
者
の
割
合
が
少
な
い
中
、
離
職
者
が
多
い
。
 

建
設
業
就
業
者
の
離
職
率
 

5
 

■
少
子
高
齢
化
社
会
へ
の
適
応
 

 
 
・減
少
す
る
熟
練
土
木
技
術
者
（技
能
者
・設
計
者
等
）
に替
わ
る
生
産
､管
理
手
段
の
確
保
 

■
魅
力
あ
る
建
設
産
業
へ
の
転
換
 

 
 
・若
者
の
離
職
率
が
高
い
建
設
業
に
お
い
て
、
魅
力
的
な
建
設
生
産
シ
ス
テ
ム
の
実
現
し
､ 

  
  
  
 建
設
業
離
れ
の
解
消
 

■
労
務
環
境
改
善
、
死
傷
事
故
の
解
消
 

 
 
・危
険
を
伴
う
作
業
か
ら
の
解
放
、
３
K
イ
メ
ー
ジ
か
ら
の
脱
皮
 

■
建
設
生
産
シ
ス
テ
ム
の
一
貫
性
向
上
 

 
 
及
び
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
更
な
る
品
質
・ス
ピ
ー
ド
の
向
上
 

 
 
・計
画
か
ら
設
計
、
施
工
、
維
持
管
理
ま
で
の
全
体
に
お
け
る
最
適
化
 

 
 
  
・設
計
、
施
工
、
維
持
管
理
の
高
度
化
、
最
適
設
計
 

■
建
設
事
業
全
体
で
の
生
産
性
向
上
 

 
 
・人
材
・時
間
を
、
よ
り
有
効
・有
益
な
こ
と
の
た
め
に
活
用
し
、
地
域
社
会
・国
家
の
発
展
・繁
栄
へ
 
 

 
 
 
寄
与
 

C
IM
導
入
の
ね
ら
い
 

6
 

情情
報
化
施
工
イ
メ
ー
ジ
 

情
報
化
施
工
に
つ
い
て
 

7
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北
海
道
開
発
局
に
お
け
る
情
報
化
施
工
の
取
り
組
み
(1
/2
) 

3

27
40

35

65

25

1

54

55

10
3

02040608010
0

12
0

14
0

H2
0

H2
1

H2
2

H2
3

H2
4

H2
5

情
報
化
施
工
件
数
の
推
移

発
注
者
指
定

施
工
者
希
望

3

27

41

89

12
0

12
8

115813141819

90

0
50

10
0

MC
（
そ
の
他
）

TS
出
来
形
（
そ
の
他
）

TS
出
来
形
（
舗
装
）

MG
（
バ
ッ
ク
ホ
ウ
）
2D

MG
（
バ
ッ
ク
ホ
ウ
）
3D

TS
・
GN
SS
締
固
め

MC
（
ブ
ル
ド
ー
ザ
）

MC
(グ
レ
ー
ダ
)

TS
出
来
形
（
土
工
）

導
入
技
術
別
件
数

(平
成

25
年
度
実
績
）

（
技
術
件
数
）

8
 

北
海
道
開
発
局
に
お
け
る
情
報
化
施
工
の
取
り
組
み
(2
/2
) 

14

26

98

31

H2
5
地
域
別
件
数

(技
術
件
数

)

道
南

道
央

道
東

道
北

技技
術
件
数

11
69
件

36

9 1

1

H2
5
事
業
別
件
数

(工
事
件
数

)

河
川

道
路

港
湾

工
事
件
数

1
28
件

44

12
4

1

H2
5 

  事
業
別
件
数

(技
術
件
数

) 河
川

道
路

港
湾

技
術
件
数

1
69
件

13

22

65

28

H2
5
地
域
別
件
数

(工
事
件
数
計
） 道
南

道
央

道
東

道
北

工
事
件
数

1
28
件

9
 

情
報
化
施
工
推
進
戦
略
の
概
要
 

 
情
報
化
推
進
戦
略
と
は
、
情
報
化
施
工
に
つ
い
て
、
建
設
施
工
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
す
る
手
段
の
一
つ
で
あ
る
と
の
認
識
の
下
、
そ
の
普
及
を

通
じ
て
建
設
事
業
の
諸
課
題
を
解
決
し
、
良
質
な
社
会
資
本
の
整
備
と
的
確
な
維
持
管
理
・
更
新
を実
現
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
そ
の
目
指
す
姿
と
普
及
に
向
け

て
の
対
応
方
針
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
及
び
具
体
的
な
目
標
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
と
り
ま
と
め
た
も
の
。
 

～
「使
う
」か
ら
「活
か
す
」へ
、
新
た
な
建
設
生
産
の
段
階
へ
挑
む
！
！
～
 

 
情
報
化
施
工
は
、
IC
T
（情
報
通
信
技
術
）を
活
用
し
た
新
た
な
施
工
で
あ
り
、
建
設
事
業
の
調
査
・設
計
・施
工
・維
持
管
理
と
い
う
一
連
の
 

建
設
生
産
プ
ロ
セ
ス
の
中
の
施
工
プ
ロ
セ
ス
に
着
目
し
、
施
工
に
関
わ
る
多
種
多
様
な
情
報
を
他
の
プ
ロ
セ
ス
の
情
報
と
相
互
に
連
携
さ
せ
る
こ
 

と
に
よ
り
、
建
設
生
産
プ
ロ
セ
ス
全
体
の
生
産
性
、
施
工
の
品
質
、
さ
ら
に
は
建
設
事
業
に
対
す
る
信
頼
性
の
向
上
を
図
る
技
術
の
総
称
で
あ
る
。
 

情
報
化
施
工

の
あ
り
方
 

 
信
頼
性
が
高
く
、
安
全
で
、
長
寿
命
で
あ
る
良
質
な
社
会
資
本
整
備
を
実
現
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
た
め
に
建
設
事
業
に
 

関
わ
る
様
々
な
社
会
情
勢
か
ら
の
制
約
や
与
条
件
の
下
で
社
会
資
本
の
質
を
高
め
、
維
持
管
理
・更
新
を
適
確
に
行
う
た
め
の
 

仕
組
み
を
創
る
こ
と
。
 

情
報
化
施
工

推
進
の
目
的
 

５
つ
の
重
点
目
標
 

１
０
の
取
り
組
み
 

 
 ・従
来
の
手
法
に
代
わ
る
施
工
管
理
、
監
督
・検
査
の
実
現
と
設
計
や
維
持
管
理
に
関
す
る
 
 
 
 

 
技
術
基
準
の
見
直
し
 

・ C
IM
導
入
の
検
討
と
連
携
し
、
３
次
元
モ
デ
ル
か
ら
の
３
次
元
デ
ー
タ
の
作
成
や
施
工
中
 

 
に
取
得
出
来
る
情
報
の
維
持
管
理
で
の
活
用
 

  ・有
望
な
技
術
の
適
用
性
・効
果
を
検
証
・評
価
し
、
新
た
に
普
及
推
進
す
る
技
術
・工
種
の
 

 
拡
大
 

  ・コ
ス
ト
の
縮
減
が
期
待
で
き
、
技
術
的
に
確
立
し
て
い
る
技
術
を
一
般
化
推
進
技
術
と
し
 

 
て
選
定
し
、
３
年
を
目
途
に
一
般
化
す
る
た
め
の
計
画
的
な
普
及
を
推
進
す
る
 

・実
用
化
検
討
技
術
を
選
定
し
、
一
般
化
推
進
技
術
と
同
様
の
普
及
措
置
を
実
施
す
る
 

  ・情
報
化
施
工
の
周
知
や
コ
ス
ト
の
縮
減
を
積
極
的
に
行
い
、
平
成
３
０
年
度
ま
で
に
、
全
て
の
都
道
府
県
 

 
と
政
令
指
定
都
市
の
発
注
す
る
工
事
に
お
い
て
、
一
般
化
技
術
の
活
用
を
目
指
す
 

  ・情
報
化
施
工
に
関
す
る
教
育
・教
習
の
充
実
と
優
れ
た
技
能
者
・技
術
者
を
広
く
育
成
し
 

 
て
い
く
仕
組
み
の
構
築
を
目
指
す
 

①
情
報
化
施
工
に
よ
る
施
工
管
理
要
領
、
監
督
・検
査
要
領
の
整
備
 

②
情
報
化
施
工
の
定
量
的
な
評
価
の
実
施
 

③
技
術
基
準
類
（設
計
・施
工
）の
整
備
 

④
C
IM
と
連
携
し
た
デ
ー
タ
共
有
手
法
の
作
成
 

⑤
新
た
な
技
術
や
既
存
の
技
術
を
導
入
し
普
及
す
る
仕
組
み
作
り
 

⑥
一
般
化
及
び
実
用
化
の
推
進
 

⑦
ユ
ー
ザ
が
容
易
に
調
達
で
き
る
環
境
の
整
備
 

⑧
情
報
発
信
の
強
化
 

⑨
情
報
化
施
工
の
導
入
現
場
の
公
開
や
支
援
の
充
実
 

⑩
研
修
の
継
続
と
内
容
の
充
実
 

①
情
報
化
施
工
に
関
連
す
る
デ
ー
タ
の
利
活
用
に
関
す
る
重
点
目
標
 

②
新
た
に
普
及
を
推
進
す
る
技
術
・工
種
の
拡
大
に
関
す
る
重
点
目
標
 

③
情
報
化
施
工
の
普
及
の
拡
大
に
関
す
る
重
点
目
標
 

④
地
方
公
共
団
体
へ
の
展
開
に
関
す
る
重
点
目
標
 

⑤
情
報
化
施
工
に
関
す
る
教
育
・教
習
の
充
実
に
関
す
る
重
点
目
標
 

1
0
 

情
報
化
施
工
と
C
IM
の
連
携
に
つ
い
て
 

TS
・G
N
SS
に
よ
る
位
置
取
得
 

３
次
元
の
設
計
デ
ー
タ
を
作
成
し
、
建
設
機
械
に
搭

載
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
読
込
ま
せ
る
。
 

T S
・G
N
S
S
を
利
用
し
て
、
建
設
機
械
の
作

業
装
置
を
制
御
。
 

情
報
化
施
工
の
流
れ
 

Ｃ
ＩＭ
モ
デ
ル
か
ら
３
次
元
デ
ー
タ
を
作
成

 

※
G

N
SS

 ：
 汎
地
球
測
位
航
法
衛
星
シ
ス
テ
ム
（  

gl
ob

al
 n

av
ig

at
io

n 
sa

te
lli

te
 s

ys
te

m
）と
は
、
衛
星
を
用
い
た

 
 
測
位
シ
ス
テ
ム
の
総
称
。

 
 
Ｇ
Ｐ
Ｓ
は
米
軍
が
開
発
し
た
も
の
で
，
他
に
も
ロ
シ
ア
の
Ｇ
Ｌ
Ｏ

N
AS

S，
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
Ｇ
Ａ
Ｌ

IL
EO
な
ど
が
あ
り
、

 
 
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
と
は
そ
れ
ら
を
含
む
総
称
。

 

※
G

N
SS

 
汎
地
球
測
位
航
法
衛
星
シ
ス
テ
ム

gl
ob

al
 n

av
ig

at
io

n 
sa

te
lli

te
 s

ys
te

m
）と
は
、
衛
星
を
用
い
た

測
位
シ
ス
テ
ム
の
総
称
。

※
G

N
SS

G
N

SS
汎
地
球
測
位

汎
地
球
測
位
航
法
衛
星
シ

航
法
衛
星
シ
ス
テ
ム

ス
テ
ム

lo
ba

l
av

ig
at

io
n 

at
el

lit
e 

ys
te

m
）と
は
、
衛
星
を
用
い
た

※
T

S 
：ト
ー
タ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

(T
ot

al
 S

ta
tio

n)
距
離
を
測
る
光
波
測
距
離
儀
と
角
度
を
測
る
セ
オ
ド
ラ
イ
ト
を

 
 

 
組
み
合
わ
せ
て
て
同
時
に
測
量
で
き
る
機
器

 

3次
元
設
計
デ
ー
タ
の
作
成
 

1
1
 

43



  
TTS
出
来
形
管
理
 


3D
M
C
 

(マ
シ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
) 

代
表
的
な
情
報
化
施
工
技
術
 

   
3D
M
G
 

(マ
シ
ン
ガ
イ
ダ
ン
ス
) 

情
報
化
施
工
と
C
IM
の
連
携
に
つ
い
て
 

※
締
固
め

 
※
掘
削
、整
形

 

※
巻
出
し
敷
均
し
、掘
削

 

※
巻
出
し
敷
均
し
、掘
削

 

※
巻
出
し
敷
均
し
、不
陸
整
正

 

1
2
 

※
3D

M
G

 ：
 T

S，
G

NS
Sの
計
測
技
術
を
用
い
て
、
施
工
機
械
の
位
置
や
施

工
情
報
、
か
ら
設
計
値
（三
次
元
設
計
デ
ー
タ
）と
の
差
分
を
算
出
し
て
オ
ペ

レ
ー
タ
に
提
供
し
、
施
工
機
械
の
操
作
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
技
術

 

※
3D

M
C

 ：
マ
シ
ン
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
技
術
に
加
え
て
、
設
計
値
（ 3
次
元
設
計
デ
ー

タ
）に
従
っ
て
機
械
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
自
動
制
御
し
施
工
を
行
う
技
術

 

※
T

S出
来
形
管
理

 ：
巻
尺
・レ
ベ
ル
に
代
わ
っ
て
、
使
用
す
る
計
測
器
に
「
施
工
管
理

デ
ー
タ
を
搭
載
し
た
ト
ー
タ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（ T

S）
」
を
採
用
し
た
施
工
管
理
方
法

 

拡
幅
対
象
箇
所
 

《
H2
4》
一
般
国
道
40
号
 
天
塩
町
 

  
  
  
 天
塩
防
災
道
路
詳
細
設
計
業
務
 

  
  
  
 道
路
改
築
（
土
工
）
 
 

  
  
  
  
(ﾊ
ﾟｼ
ﾌｨ
ｯｸ
ｺﾝ
ｻﾙ
ﾀﾝ
ﾂ((
株
)）
 

Ｃ
ＩＭ
試
行
モ
デ
ル
事
業
(業
務
)の
実
施
（H
24
～
25
） 

《
H2
5》
北
海
道
横
断
自
動
車
道
北
見
市
外
道
路
 
 

 
 
 
 計
画
検
討
外
一
連
業
務
 

  
  
  
 予
備
設
計
 
 

  
  
  
  
((
株
)ド
ー
コ
ン
）
 

《
H2
5》
一
般
国
道
27
5号
 
江
別
市
 
 

 
 
 
 新
石
狩
大
橋
詳
細
修
正
設
計
業
務
 

  
  
  
 橋
梁
詳
細
設
計
 
 

  
  
  
  
(中
央
ｺﾝ
ｻﾙ
ﾀﾝ
ﾄ(
株
)）
 

《
H2
5》
一
般
国
道
23
5号
 
日
高
町
 

  
  
  
 厚
賀
橋
耐
震
補
強
設
計
外
一
連
業
務
 

  
  
  
 橋
梁
詳
細
設
計
 
 

  
  
  
 
(中
央
ｺﾝ
ｻﾙ
ﾀﾝ
ﾄ(
株
)）
 

《
H2
5》
一
般
国
道
23
5号
 
む
か
わ
町
 
 

 
 
 
 鵡
川
大
橋
耐
震
補
強
設
計
外
一
連
業
務
 

  
  
  
 橋
梁
詳
細
設
計
 
 

  
  
  
  
((
株
)ド
ー
コ
ン
）
 

1
3
 

C
IM
試
行
モ
デ
ル
事
業
（業
務
）一
覧
 

年
度
 

事 業 区 分  

業
務
 

区
分
 

業
務
名
 

工
期
 

発
注
者
 

受
注
者
 

試
行
概
要
 

事
務
所
等
 

会
社
名
 

24
 
道 路  

詳 細 設 計
 

一
般
国
道
40
号
 
天
塩
町
 
天

塩
防
災
道
路
詳
細
設
計
業
務
 

平
成
24
年
7

月
26
日
 

～
 

平
成
25
年
2

月
20
日
 

留
萌
開
発
建
設
部
 
 

羽
幌
道
路
事
務
所
 

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
 

株
式
会
社
 
北
海
道
支
社
 

道
路
詳
細
設
計
：L
=9
.8
km
の
う
ち
道
路
詳
細
設
計

L=
1.
3k
m
を
試
行
。
 

可
視
化
に
よ
る
協
議
効
率
化
、
数
量
の
自
動
算
出
 

25
 
道 路  

予 備 設 計
 

北
海
道
横
断
自
動
車
道
北
見

市
外
道
路
計
画
検
討
外
一
連

業
務
 

平
成
25
年
5

月
30
日
 

～
 

平
成
26
年
3

月
19
日
 

 

網
走
開
発
建
設
部
 

道
路
計
画
課
 

株
式
会
社
 
ド
ー
コ
ン
 

道
路
予
備
設
計
Ａ
 L
=2
2k
m
の
う
ち
、
L=
3.
1k
m
を

試
行
。
 

計
画
路
線
と
周
辺
構
造
物
と
の
干
渉
チ
ェ
ッ
ク
、
３

次
元
モ
デ
ル
で
の
設
計
協
議
、
図
面
自
動
作
成
、

数
量
の
自
動
算
出
、
 

25
 
道 路  

詳 細 設 計
 

一
般
国
道
27
5号
 
江
別
市
 
 

新
石
狩
大
橋
詳
細
修
正
設
計

業
務
 

平
成
25
年
6

月
14
日
 

～
 

平
成
26
年
3

月
14
日
 

 

札
幌
開
発
建
設
部
 

札
幌
道
路
事
務
所
 

中
央
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
株
式
会
社
 

・掛
違
い
橋
脚
の
上
・下
部
工
接
点
部
及
び
隣
接

橋
と
の
取
り
合
い
を
確
認
 

・鉄
筋
お
よ
び
ケ
ー
ソ
ン
シ
ャ
フ
ト
と
の
干
渉
チ
ェ
ッ

ク
 
・自
動
計
算
に
よ
る
下
部
工
数
量
（コ
ン
ク
リ
ー
ト
体

積
・鉄
筋
重
量
・型
枠
面
積
）の
精
度
を
確
認
 

25
 
道 路  

詳 細 設 計
 

一
般
国
道
23
5号
 
む
か
わ
町
 
 

鵡
川
大
橋
耐
震
補
強
設
計
外

一
連
業
務
 

平
成
25
年
7

月
26
日
 

～
 

平
成
26
年
2

月
28
日
 

 

室
蘭
開
発
建
設
部
 

苫
小
牧
道
路
事
務
所
 

株
式
会
社
 
ド
ー
コ
ン
 

・落
橋
防
止
構
造
と
上
部
工
桁
端
部
、
橋
脚
部
の

取
り
合
い
確
認
と
鉄
筋
の
干
渉
チ
ェ
ッ
ク

 
・巻
立
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
橋
脚
柱
部
と
の
取
り
合
い

確
認
と
既
設
鉄
筋
と
ア
ン
カ
ー
鉄
筋
の
干
渉
チ
ェ
ッ

ク
 
・A
S
P
の
活
用
に
よ
る
効
率
化
項
目
検
証
。
 

25
 
道 路  

詳 細 設 計
 

一
般
国
道
23
5号
 
日
高
町
 
厚

賀
橋
耐
震
補
強
設
計
外
一
連

業
務
 

平
成
25
年
8

月
2日
 

～
 

平
成
26
年
3

月
10
日
 

 

室
蘭
開
発
建
設
部
 

苫
小
牧
道
路
事
務
所
 

 
中
央
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
株
式
会
社
  
・橋
脚
耐
震
補
強
、
落
橋
防
止
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
支

承
部
補
強
部
材
と
既
設
構
造
の
取
り
合
い
確
認
、

既
設
鉄
筋
と
ア
ン
カ
ー
鉄
筋
の
干
渉
チ
ェ
ッ
ク
。
 

1
4
 

 
履
行
場
所
 
： 
北
海
道
北
見
市
外
 

 
履
行
期
間
 
： 
平
成
２
５
年
５
月
３
０
日
 
～
 
平
成
２
６
年
３
月
１
９
日
 

 
発
 
 注

者
 
：   
北
海
道
開
発
局
 
網
走
開
発
建
設
部
 

 
受

注
者

 
： 
(株
)ド
ー
コ
ン
 

 
業
務
概
要
 
： 
道
路
予
備
設
計
Ａ
 
業
務
区
間
（Ｌ
＝
２
２
．
０
㎞
）の
う
ち
、
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｌ
＝
３
．
１
㎞
を
C
IM
試
行
 

北
海
道
横
断
自
動
車
道
 
北
見
市
外
 
道
路
計
画
検
討
外
一
連
業
務
①
 

Ｃ
ＩＭ
試
行
内
容
（道
路
予
備
設
計
Ａ
） 

 
▼
路
線
選
定
お
よ
び
主
要
構
造
物
計
画
 

 
 
 
①
計
画
路
線
と
周
辺
構
造
物
と
の
干
渉
チ
ェ
ッ
ク
 

 
 
 
②
３
次
元
モ
デ
ル
を
用
い
て
設
計
協
議
 

  
 ▼
３
次
元
モ
デ
ル
に
よ
る
作
図
、
数
量
の
自
動
算
出
 

 
 
 
①
各
図
面
作
図
 

 
 
 
②
数
量
の
自
動
算
出
 

属
性
：切
土
法
面
 

属
性
：小
段
 

属
性
：盛
土
法
面
 

属
性
：小
段
 

属
性
：路
面
 

属
性
：中
央
分
離
帯
 

現
況
地
形
モ
デ
ル
： 

1/
10
00
空
測
地
形
図
 

３
次
元
モ
デ
ル
 

盛
土
数
量
自
動
算
出
 切
土
数
量
自
動
算
出
 

（１
）図
面
作
成
、
数
量
自
動
算
出
 

【効
果
】 

・計
画
路
線
の
各
図
面
作
成
、
数
量
算
出
が
容
易
。
（ル
ー
ト
変
更
時
に
も
対
応
可
能
） 

・土
工
バ
ラ
ン
ス
調
整
の
た
め
、
平
面
・縦
断
線
形
の
調
整
時
間
が
短
縮
 

【課
題
】 

・路
線
選
定
ソ
フ
ト
で
は
数
量
の
算
出
が
で
き
な
い
の
で
、
『路
線
選
定
ソ
フ
ト
⇔
自
動
数
量
算

出
ソ
フ
ト
』間
の
デ
ー
タ
の
や
り
取
り
が
必
要
 

1
5
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履
行
場
所
 
： 
北
海
道
江
別
市
 

 
履
行
期
間
 
： 
平
成
２
５
年
６
月
１
４
日
 
～
 
平
成
２
６
年
３
月
１
４
日
 

 
発
 
  
注

者
： 
 北
海
道
開開
発
局
 
札
幌
開
発
建
設
部
 
札
幌
道
路
事
務
所
 

 
受

注
者

 
： 
中
央
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
(株
) 

 
道
 
路
 
規
 
格
 
 ：
  
第
３
種
第
１
級
 

 
橋
  
梁
  
形
  
式
  
 ：
  
Ｌ
Ａ
橋
 
5径
間
連
続
合
成
鈑
桁
橋
（少
数
主
桁
） 
L=
26
5.
30
0m
 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
  
  
  
 Ｌ
Ｂ
橋
 
4径
間
連
続
鋼
床
版
箱
桁
橋
 
 
 
 
 
 
 L
=4
40
.6
00
m
 

 
 
 
 
 
 
 
  
  
  
  
  
  
Ｌ
Ｃ
橋
 
4径
間
連
続
合
成
鈑
桁
橋
（少
数
主
桁
） 
L=
21
3.
10
0m
 

  
 
 
 

一
般
国
道
27
5号
 江
別
市
 新
石
狩
大
橋
詳
細
修
正
設
計
業
務
①
 

※
C
IM
試
行
対
象
 

Ｌ
Ａ
橋
 

Ｌ
Ｂ
橋
 

Ｌ
Ｃ
橋
 

Ｐ
5 

（掛
違
い
部
） 

Ｐ
6 

Ｐ
7 

Ｐ
8 

（低
水
路
部
） 

Ｐ
9 

（掛
違
い
部
） 

対
象
箇
所
 

対
象
箇
所
 

壁
式
R
C
橋
脚
 

（鋼
管
杭
基
礎
） 

壁
式
R
C
橋
脚
 

（ﾆ
ｭｰ
ﾏ
ﾁ
ｯｸ
 

ｹ
ｰ
ｿﾝ
基
礎
） 

【検
証
項
目
】 

掛
違
い
部
の
上
・
下部
工
接
点
部
及
び
隣
接
橋
（L
A
橋
）

と
の
構
造
取
り
合
い
を
確
認

 

【検
証
項
目
】 

鉄
筋
及
び
ケ
ー
ソ
ン
シ
ャ
フ
ト
と
の
干
渉
チ
ェ
ッ
ク
 

（特
に
ケ
ー
ソ
ン
基
礎
と
橋
脚
柱
の
接
点
部
） 

1
6
 

Ｌ
Ａ
橋
側
 

【検
証
項
目
】掛
違
い
部
の
上
・
下部
工
接
点
部
及
び
隣
接
橋
（L
A
橋
）と
の
構
造
取
り
合
い
を
確
認
 

①
支
承
・落
橋
防
止
等
と
の
構
造
取
り
合
い
の
確
認
 

②
桁
端
部
の
端
横
桁
や
支
承
で
囲
ま
れ
る
狭
隘
な
空
間
、
制
振
ダ
ン
パ
ー
等
の
 

  
 橋
梁
付
属
物
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
、
維
持
管
理
性
・
点
検動
線
の
確
認
 

Ｌ
Ｂ
橋
 

（鋼
床
版
箱
桁
） 

Ｌ
Ａ
橋
 

（（少
数
主
桁
） 

Ｌ
Ａ
橋
 

Ｌ
Ｂ
橋
 

（鋼
床
版
箱
桁
） 

（少
数
主
桁
） 

支
承
・落
橋
防
止
等
と
の
 

構
造
取
り
合
い
の
確
認
 

維
持
管
理
性
の
確
認
 

Ｌ
Ｂ
橋
側
 

ｳ
ｫｰ
ｸｽ
ﾙ
ｰ
ｱ
ﾆ
ﾒｰ
ｼ
ｮﾝ
に
よ
る
確
認
 

【効
果
】 

維
持
管
理
担
当
者
が
橋
脚
廻
り
検
査
路
や
桁
の
隙
間
な
ど
へ
の
進
入
、
制
振
ダ

ン
パ
ー
を
回
避
し
た
点
検
動
線
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
ウ
ォ
ー
ク
ス
ル
ー
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
よ
り
確
認
出
来
た
。
 

（１
）Ｐ
５
橋
脚
（掛
違
い
部
） 

一
般
国
道
27
5号
 江
別
市
 新
石
狩
大
橋
詳
細
修
正
設
計
業
務
②
 

※
ウ
ォ
ー
ク
ス
ル
ー

 : 
土
木
構
造
物
の

C
IM
モ
デ
ル
の
中
や
周
辺
を

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
内
で
自
由
自
裁
に
歩
き
回
れ
る
機
能
。

 
1
7
 

【検
証
項
目
】鉄
筋
及
び
ケ
ー
ソ
ン
シ
ャ
フ
ト
と
の
干
渉
チ
ェ
ッ
ク
 

①
ケ
ー
ソ
ン
基
礎
と
橋
脚
柱
の
接
点
部
に
お
け
る
鉄
筋
干
渉
チ
ェ
ッ
ク
 

②
鉄
筋
と
ケ
ー
ソ
ン
シ
ャ
フ
ト
と
の
干
渉
チ
ェ
ッ
ク
 

③
太
径
鉄
筋
使
用
及
び
過
密
配
筋
に
よ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
時
の
施
工
性
確
認
 

橋
脚
柱
部
 

ケ
ー
ソ
ン
部
 

【効
果
】 

○
２
次
元
図
面
で
は
確
認
出
来
な
か
っ
た
鉄
筋
や
ケ
ー
ソ
ン
シ
ャ
フ
ト
の
干
渉
が
『干
渉
チ
ェ
ッ
ク
機
能
』を
用
い
る
こ
と
 

 
 で
確
認
で
き
た
。
（※
干
渉
結
果
は
２
次
元
図
面
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
） 

○
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
時
の
施
工
性
な
ど
を
確
認
で
き
た
。
 

鉄
筋
の
干
渉
⇒
回
避
作
業
を
実
施
 

鉄
筋
と
ｹ
ｰ
ｿﾝ
ｼ
ｬﾌ
ﾄ 

と
の
干
渉
チ
ェ
ッ
ク
 

打
設
時
の
 

施
工
性
確
認
 

（２
）Ｐ
８
橋
脚
（低
水
路
部
、
ニ
ュ
ー
マ
チ
ッ
ク
ケ
ー
ソ
ン
基
礎
） 

※
赤
は
干
渉
が
確
認
さ
れ
た
鉄
筋
。
 

一
般
国
道
27
5号
 江
別
市
 新
石
狩
大
橋
詳
細
修
正
設
計
業
務
③
 

1
8
 

  
履
行
場
所
 
： 
北
海
道
鵡
川
郡
む
か
わ
町
 

 
履
行
期
間
 
： 
平
成
２
５
年
７
月
２
６
日
 
～
 
平
成
２
６
年
２
月
１
８
日
 

 
発
 
 注

者
 
： 
北
海
道
開
発
局
 
室
蘭
開
発
建
設
部
 
苫
小
牧
道
路
事
務
所
 

 
受

注
者

 
： 
(株
)ド
ー
コ
ン
 

 
業
務
概
要
 
： 
鵡
川
大
橋
(L
=3
65
.4
m
)の
耐
震
補
強
設
計
等
一
式
。
 

 
道
  
路路
  
規
  
格
  
 ：
  
第
3種
第
1級
  
  

  
橋
  
梁
  
形
  
式
  
 ：
  
２
径
間
連
続
鋼
床
版
箱
桁
＋
 ３
径
間
連
続
鋼
板
桁
橋
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

一
般
国
道
23
5号
 
む
か
わ
町
 
鵡
川
大
橋
耐
震
補
強
設
計
外
一
連
業
務
①
 

業
務
箇
所
 

Ｐ
2 

（掛
違
い
部
） 

対
象
箇
所
 

Ｐ
4 

対
象
箇
所
 

【検
証
項
目
】 

落
橋
防
止
構
造
と
上
部
工
桁
端
部
、
橋
脚
部
の
取
り
合
い
確

認
と
既
設
鉄
筋
と
ア
ン
カ
ー
鉄
筋
の
干
渉
チ
ェ
ッ
ク

 

【検
証
項
目
】 

巻
立
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
橋
脚
柱
部
と
の
取
り
合
い
確
認
と
既
設

鉄
筋
と
ア
ン
カ
ー
鉄
筋
の
干
渉
チ
ェ
ッ
ク
 

1
9
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一
般
国
道
23
5号
 
む
か
わ
町
 
鵡
川
大
橋
耐
震
補
強
設
計
外
一
連
業
務
②
 

（（１
）A
S
P
の
活
用
 

【検
証
項
目
】 

・ 
受
注
者
が
作
成
し
た
３
次
元
モ
デ
ル
を
発
注
者
が
Ａ
Ｓ
Ｐ
上
で
表
示
し
閲
覧
性
を
確
認
す
る
。
 

【効
果
】 

○
発
注
者
は
ビ
ュ
ー
ワ
ソ
フ
ト
が
無
く
て
も

３
次
元
モ
デ
ル
が
閲
覧
で
き
る
。
 

○
A
S
P
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
さ
れ
た
３
Ｄ
モ
デ
ル

デ
ー
タ
を
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
せ
ず
に
一
覧

か
ら
ク
リ
ッ
ク
す
る
だ
け
で
開
け
る
。
 

【課
題
】 

○
Ａ
Ｓ
Ｐ
の
契
約
が
切
れ
る
と
発
注
者
は
３

次
元
モ
デ
ル
を
閲
覧
で
き
な
い
。
 

発
注
者
が
Ａ
Ｓ
Ｐ
で
３
次
元
モ
デ
ル
を
確
認
し
て
い
る
様
子
。
 

2
0
 

  
履
行
場
所
 
： 
北
海
道
鵡
川
郡
日
高
町
 

 
履
行
期
間
 
： 
平
成
２
５
年
８
月
２
日
 
～
 
平
成
２
６
年
３
月
１
０
日
 

 
発
 
  
注

者
 
： 
北北
海
道
開
発
局
 
室
蘭
開
発
建
設
部
 
苫
小
牧
道
路
事
務
所
 

 
受

注
者

 
： 
中
央
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
(株
) 

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 な
み
え
ば
し
 

 
業
務
概
要
 
： 
波
恵
橋
の
耐
震
補
強
設
計
等
一
式
。
 

 
道
 
路
 
規
 
格
 
 ：
  
第
3種
第
1級
 

 
橋
  
梁
  
形
  
式
  
 ：
  
22径
間
連
続
P
C
ポ
ス
テ
ン
中
空
床
版
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３
径
間
連
続
鋼
板
桁
橋
 
 

 
 

３３３３３３３３３３３３３３３３３３
径径径径径径径径径径径径径径径径径径径径径径径径径径径径径径径径径径径径径径径径径径径径径径径径径径径径径径径径径径径径径径径径径径径径径径径径径径径径径径径径径径径径径径径
間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間
連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連
続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続
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橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋

波
恵
橋

C
IM
試

•対
象
橋
梁
位
置
図
 

一
般
国
道
23
5号
 
日
高
町
 
厚
賀
橋
耐
震
補
強
設
計
外
一
連
業
務
①
 

【検
証
項
目
】 

橋
脚
耐
震
補
強
、
落
橋
防
止
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
支
承
部
補
強
部
材
の
取

り
合
い
と
既
設
鉄
筋
と
ア
ン
カ
ー
鉄
筋
の
干
渉
チ
ェ
ッ
ク

 

対
象
箇
所
 

既
設
マ
イ
ク
ロ
図
を
元
に
復
元
し
た
３
次
元
モ
デ
ル
 2
1
 

図
 
M承
ｱﾝ
ｶｰ
の

]渉
（
橋
台
）
 

M承
ｱﾝ
ｶｰ
 沓
座
部
拡

“ 

一
般
国
道
23
5号
 
日
高
町
 
厚
賀
橋
耐
震
補
強
設
計
外
一
連
業
務
②
 

【効
果
】 

○
R
C
巻
立
て
補
強
部
と
既
設
梁
と
の
立
体
的
な

干
渉
が
確
認
で
き
た
 

○
過
密
配
筋
部
分
の
干
渉
の
確
認
が
３
次
元
化

す
る
事
で
容
易
に
で
き
た
。
 

 【課
題
】 

２
次
元
図
面
か
ら
３
次
元
モ
デ
ル
の
作
成
（復
元
） 

は
多
く
の
時
間
･労
力
を
要
し
た
。
 

【検
証
項
目
】 

①
Ｒ
Ｃ
巻
立
て
補
強
の
取
り
合
い
確
認
 

②
支
承
部
補
強
,横
変
位
拘
束
構
造
の
取
り
合
い
確
認
、
既
設
鉄
筋
と
の
干
渉
チ
ェ
ッ
ク
 

（１
）橋
脚
耐
震
補
強
、
落
橋
防
止
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
支
承
部
補
強
部
材
と
 

 
 
 
既
設
構
造
の
干
渉
チ
ェ
ッ
ク
 

図
 Ｒ
Ｃ
巻
て
補
強
の
取
り
合
い
チ
ェ
ッ
ク
 

既
設
梁
と
の

]渉
 

図
 橋
台
部
の
取
り
合
い
･
]渉
チ
ェ
ッ
ク
 

図
 橋
脚
部
の
取
り
合
い
･
]渉
チ
ェ
ッ
ク
 

2
2
 

【課
題
】 


発
注
者
が
Ｃ
ＩＭ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
保
有
し
て
い
な
い
た
め
、
納
品
さ
れ
た
成
果
品
を
確
認
で
き
な
い
。
 


発
注
者
の
Ｐ
Ｃ
ス
ペ
ッ
ク
不
足
で
、
Ｃ
ＩＭ
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
動
作
し
な
い
。
 


３
次
元
モ
デ
ル
の
デ
ー
タ
容
量
が
大
き
く
、
取
り
扱
い
が
困
難
。
 

 
 
 
 
 
 
⇒
 
A
S
P
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
デ
ー
タ
の
送
受
信
・閲
覧
は
改
善
出
来
る
。
 


２
次
元
図
面
か
ら
３
次
元
モ
デ
ル
作
成
は
時
間
と
労
力
が
必
要
。
 


コ
ス
ト
面
で
は
、
配
筋
モ
デ
ル
を
部
分
的
（過
密
配
筋
部
等
）に
作
成
す
る
な
ど
の
検
討
が
必
要
。
 

【効
果
】 


３
次
元
モ
デ
ル
に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
の
明
確
化
（見
え
る
化
）は
担
当
者
間
に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
ギ
ャ
ッ
プ
が
減
少

し
、
合
意
形
成
に
は
非
常
に
有
効
で
あ
っ
た
。
 


２
次
元
図
面
に
よ
る
情
報
で
は
確
認
出
来
な
か
っ
た
部
分
が
、
３
次
元
モ
デ
ル
や
動
画
に
よ
り
確
認
で
き
、
 

 
設
計
に
反
映
で
き
た
。
 


数
量
自
動
算
出
の
誤
差
は
少
な
い
 
⇒
 
誤
差
原
因
の
把
握
が
必
要
 
 


鉄
筋
干
渉
チ
ェ
ッ
ク
機
能
に
よ
り
、
従
来
手
法
で
は
確
認
出
来
な
か
っ
た
干
渉
を
確
認
で
き
、
設
計
の
修
 

 
正
が
行
え
た
。
 

H
25
 
試
行
業
務
全
般
を
通
し
て
 

2
3
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資資
料
提
供
： 
高
玉
建
設
工
業
(株
)、
 (株
)岩
崎
 

農
業
部
門
の
活
用
事
例
に
つ
い
て
 

（（１
）肥
培
施
設
の
完
成
イ
メ
ー
ジ
作
成
（可
視
化
）に
よ
る
合
意
形
成
の
効
率
化
 

・肥
培
施
設
の
完
成
イ
メ
ー
ジ
を
作
成
し
、
関
係
者
と
の
合
意
形
成
に
活
用
。
 

（２
）Ａ
Ｒ
の
活
用
 

・現
地
で
施
設
の
完
成
イ
メ
ー
ジ
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
表
示
し
て
、
関
係
者
と
の
合
意
形
成
に
活
用
。
 

 

※
AR

 : 
拡
張
現
実

( 
Au

gm
en

te
d 

Re
al

ity
) 

 
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
作
成
し
た
仮
想
的
な
３
次
元
モ
デ
ル
を
、
現
実
空
間

 
 
の
映
像
と
合
成
さ
せ
て
表
示
す
る
技
術
。

 

現
況
点
郡
デ
ー
タ
 

３
Ｄ
モ
デ
ル
完
成
イ
メ
ー
ジ
 

2
4
 

資
料
提
供
： 
(株
)生
駒
組
、
(株
)岩
崎
 

電
気
通
信
部
門
の
活
用
事
例
に
つ
い
て
 

（（１
）高
規
格
幹
線
道
路
の
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
カ
メ
ラ
配
置
検
討
  

資
料
提
供
：(
株
)ド
ー
コ
ン
 

・C
C
T
V
カ
メ
ラ
の
視
認
性
を
再
現
し
、
配
置
箇
所
や
カ
メ
ラ
高
さ
の
検
討
に
活
用
。
 

・C
C
T
V
カ
メ
ラ
の
視
野
領
域
解
析
に
よ
り
、
死
角
を
確
認
。
 

  

C
C
T
V
カ
メ
ラ
高
さ
10
m
の
視
認
性
 

C
C
T
V
カ
メ
ラ
高
さ
10
m
の
視
野
領
域
解
析
 

（２
）河
川
水
門
の
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
カ
メ
ラ
配
置
検
討
 

・C
C
T
V
カ
メ
ラ
の
視
認
性
を
再
現
し
、
カ
メ
ラ
高
さ
の
検
討
に
活
用
。
 

カ
メ
ラ
設
置
箇
所
 

2
5
 

EN
D 

2
6
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1 
 

胆
沢

ダ
ム

管
理

移
行

へ
の

C
I
M
の

取
組

み
 

国
土

交
通

省
 

東
北

地
方

整
備

局
 

最
上

川
ダ

ム
統

合
管

理
事

務
所

長
 

横
山

 
喜

代
太

（
前

 
胆

沢
ダ

ム
工

事
事

務
所

長
）

 

◎
北

上
川

ダ
ム

統
合

管
理

事
務

所
 

胆
沢

ダ
ム

管
理

支
所

 
今

野
 

浩
一

 

1
.
は

じ
め

に
 

 
我

が
国

の
ダ

ム
は

1
9
6
0
年

か
ら

1
9
9
0
年

ま
で

の
3
0
年

間
に

5
6
9
ダ

ム
が

竣
工

し
て

お
り

、
1
9
9
0
年

代
に

2
2
7
ダ

ム
が

竣
工

し
、

2
0
0
0
年

代
に

8
3
ダ

ム
が

建
設

さ
れ

る
予

定
で

あ
る

※
1
。

ダ
ム

の
建

設
は

、
1
9
6
0
年

代
か

ら
1
9
7
0
年

代
の
高
度

成
長

期
と
時

を
同

じ
く
し

て
最

盛
期

を
迎

え
て

い
る

。
現

在
、
公

共
（

建
設

）
投

資
の

全
て

の
分

野
に
お

け

る
重
点
が

社
会

基
盤
（

イ
ン

フ
ラ
）
の
新

規
建
設

か
ら

維
持
管

理
に

移
行
す

る
よ

う
に
、
ダ
ム

に
お
い

て
も

完
成
後

5
0

年
を
迎
え

、
老

朽
化
に

伴
う

劣
化

、
損
傷

の
状

態
・
分

布
、
ダ

ム
機

能
や

安
全

性
へ

の
影

響
度

合
い

等
を
総

合
的
に

調

査
・
点

検
し
、
適
正

な
段
階

で
補
修

を
実

施
す

る
こ

と
で

、
安

全
性

の
確

保
を

前
提

と
し

た
ラ

イ
フ

サ
イ
ク

ル
・
コ
ス

ト
の
縮
減

を
達

成
で
き

る
よ

う
計
画

的
か

つ
最

適
化

し
た

維
持

管
理

が
必

要
と

さ
れ

て
い

る
。

 

 
こ
こ
で

は
、
胆
沢

ダ
ム
工

事
事
務

所
に

お
い

て
、
全

国
初

と
な

る
新

た
な

取
り

組
み

と
し

て
、
既

存
測
量

、
地

質
調

査
成
果
、
既
存

設
計
成

果
や

工
事
完

成
図

書
を

整
理

、
統

合
し

、
三

次
元

的
に

可
視

化
し

た
モ

デ
ル
（

胆
沢

ダ
ム

C
I
M
；

C
o
n
st
r
uc
t
io
n
 
I
nf

o
rm

a
ti
o
n
 
Mo

d
el

i
ng
/
M
a
na

g
em

e
nt
）

を
紹

介
す

る
。

 

 
 

2
.
胆

沢
（

い
さ

わ
）

ダ
ム

の
概

要
 

胆
沢

ダ
ム

は
岩

手
県

奥
州

市
の

北
上

川
水

系
胆

沢
川

に
位

置
し

、
国

土
交

通
省

東
北

地
方

整
備

局
が

施
工

の
主

体
と

な

り
洪
水
調

節
、
河

川
環
境
の

保
全
等

の
た

め
の

流
量

の
確

保
、

か
ん

が
い

用
水

・
水

道
用

水
の

供
給

、
発

電
を

目
的

と
し

た

特
定
多
目

的
ダ

ム
で
あ

る
。

1
9
5
3
年
（
昭

和
2
8
年

）
に

完

成
し

た
石

淵
ダ

ム
の

再
開

発
事

業
と

し
て

約
2
.
0
k
m
下

流
に

完
成
し
た

ロ
ッ

ク
フ
ィ

ル
ダ

ム
で
、
堤

高
1
2
7
.
0
m
は

東
北

地

方
に

建
設

さ
れ

た
多

目
的

ダ
ム

の
中

で
は

最
も

高
く

、
堤

頂

長
7
23
m

と
我

が
国

最
大

級
の

規
模

を
誇

る
ロ

ッ
ク

フ
ィ

ル

ダ
ム
で
あ

る
（

写
真
－

１
）。

 

次
に
胆
沢

ダ
ム

の
目
的

と
働

き
を
概

説
す

る
。

 
 
 

 
 
 

 
写

真
－

１
 
胆

沢
ダ

ム
と

奥
州

湖
 

(
1
)
洪

水
調

節
 

ダ
ム

建
設

地
点

に
お

け
る

計
画

高
水

流
量

2
,
2
5
0
m
3
/s

の
う

ち
2
,2

1
0
m
3 /
s
を

調
節

し
、

胆
沢

川
及

び
北

上
川

沿
川

地
域
の
洪

水
被

害
を
軽

減
す

る
。
 

(
2
)
河

川
環

境
保

全
等

の
た

め
の

流
量

の
確

保
 

塩
害
防
止

、
河

口
閉
塞

防
止

、
動

植
物
の

保
護

、
既

得
用

水
等

の
安

定
供

給
な

ど
、
河

川
を

正
常

に
維

持
す

る
た
め

の
補
給
を

行
う

。
 

(
3
)
か

ん
が

い
用

水
の

供
給

 

国
営

土
地

改
良

事
業

胆
沢

平
野

地
区

の
約

9
,
70
0
h
a
の

農
地

に
対

し
、

か
ん

が
い

用
水

と
し

て
最

大
2
3.
83
8
m
3
/s

を
補
給
を

行
う

。
 

(
4
)
水

道
用

水
の

供
給

 

胆
江

地
区

1
市

1
町

(
奥

州
市

:
水

沢
区

・
江

刺
区

・
前

沢
区

・
胆

沢
区

、
金

ヶ
崎

町
)
に

対
し

、
水

道
用

水
と

し
て

最
大

4
6,
8
00
m
3
/
日

を
新

た
に

供
給

す
る

。
 

(
5
)
発

電
 

胆
沢

第
一

発
電

所
と

胆
沢

第
三

発
電

所
に

お
い

て
、

そ
れ

ぞ
れ

1
4
,
2
0
0
k
w
、

1
,
5
0
0
k
w
の

水
力

発
電

を
行

う
。

 

 

3
.
 
C
o
n
s
t
r
u
c
t
i
o
n
 
I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n
 
M
o
d
e
l
i
n
g
/
M
a
n
a
g
e
m
e
n
t
:
 
C
I
M
 

C
I
M
の

概
念

※
2
は

「
公

共
事
業

の
計
画

か
ら

調
査
・

設
計
、
施
工
、
維
持
管
理
、
更
新
に
至
る
一
連
の
過
程
に
お
い

て
、

I
C
T
を

駆
使

し
て

、
設

計
・

施
工

・
協

議
・

維
持

管
理

等
に

係
る

各
情

報
の

一
元

化
及

び
業

務
改

善
に

よ
る

一
層

の
効
果
・
効
率

向
上
を

図
り

、
公

共
事
業

の
安
全

、
品

質
確
保

や
環

境
性
能

の
向

上
、
ト
ー
タ

ル
コ
ス

ト
の

縮
減
を

目

的
と
す
る
（
図

－
１

）。
一
連

の
過
程

を
一

体
的
に

捉
え

、
関
連

情
報

の
統
合
・
融

合
に
よ

り
、
そ
の
全

体
を

改
善
し
、

新
し
い
建

設
管

理
シ
ス

テ
ム

を
構
築

す
る

と
と
も

に
、
建

設
産
業
に

従
事
す

る
技

術
者
の

モ
チ

ベ
ー
シ

ョ
ン
、
充
実
感

の
向
上
に

資
す

る
こ
と

も
期

待
す
る

。」
と

し
て
い

る
。
 

 ま
た
、
社
会
資

本
整
備

を
取

り
巻
く

変
化

へ
対
応

す
べ

く
、
計
画
段

階
か
ら

維
持

管
理
ま

で
を

通
じ

て
、
以

下
の
よ

う
な
取
り

組
み

が
必
要

と
な

っ
て
い

る
。
こ
れ

を
実
現

す
る
た

め
に

は
、
可
視
化

、
デ

ー
タ
蓄

積
の
確

立
が

不
可
欠
で

あ
る
。
 

○
社
会
資

本
の

戦
略
的

な
維

持
管
理

・
更

新
の
推

進
と

有
効
利

用
 

①
戦
略
的

な
維

持
管
理
 

ラ
イ
フ
サ

イ
ク

ル
・
コ

ス
ト

の
縮
減

を
図

る
戦
略

的
な

維
持
・

更
新
 

②
I
C
T
を

活
用

し
た
社

会
資

本
の
高

度
化
 

調
査

か
ら

維
持

管
理

ま
で

の
各

段
階

で
I
C
T
を

活
用

し
、
社

会
資

本
の

整
備
・
利

用
及

び
維

持
管

理
の

効
率

化
、

高
度
化
 

○
社
会
資

本
整

備
の
効

率
性

の
向
上
 

①
P
D
C
A
サ
イ
ク

ル
等
の

徹
底
 

②
事
業
コ

ス
ト

構
造
改

革
の

推
進

 

本
稿
の
お

け
る

詳
細
な

説
明

は
割
愛

す
る

（
C
I
M
技
術

検
討
会

の
取

組
み

※
3
等
を

参
照

）。
 

 

 
図

－
１

 
Ｃ

Ｉ
Ｍ

の
概

念
（

国
土

交
通

省
）
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2 
 4
.
胆

沢
ダ

ム
に

お
け

る
C
I
M
導

入
以
前

の
情

報
通

信
技

術
（

I
C
T
）

の
活

用
等

 

 
胆

沢
ダ

ム
に

お
け

る
I
C
T
の

活
用

は
、

G
P
S
に

よ
る

締
固

め
機

械
の

走
行

軌
跡

の
計

測
に

よ
る

盛
土

全
体

の
転

圧
回

数
管

理
や

３
次

元
CA
D
デ

ー
タ

を
も

と
に

建
設

機
械

の
自

動
制

御
に

よ
る

盛
立

な
ど

の
情

報
化

施
工

、
G
P
S
に

よ
る

外

部
変
形
量

計
測
、
ワ
イ
ヤ
レ

ス
間
隙

水
圧

計
等

に
よ

る
計

測
や

レ
ー

ザ
ー

プ
ロ

フ
ァ

イ
ラ

ー
に

よ
る

貯
水

池
計
測
な
ど

を
行
っ
て

い
る

。
 

他
方
、
胆
沢
ダ

ム
は
堤

体
盛

立
の
施

工
中

に
二

度
の

大
規

模
地

震
（

岩
手
・
宮

城
内

陸
地

震
、
東

北
地
方
太

平
洋
地

震
）
を

経
験
し

て
お
り

、
被

災
箇
所

の
補

修
を

行
い

、
試

験
湛

水
時

の
堤

体
等

の
挙

動
か

ら
、
そ

の
長

期
的

な
安
全

性

を
点
検
し

て
い

る
。
そ
の
点

検
の
結

果
、
堤

体
等

の
長

期
安

全
性

は
十

分
確

保
さ

れ
る

と
判

断
さ

れ
て

い
る

が
、
今
後

の
管
理
に

お
い

て
、
堤
体
等

の
計
測

及
び

デ
ー

タ
蓄

積
を

継
続

す
る

と
と

も
に

、
補

修
箇

所
の

観
察

継
続

と
臨
時
点

検

時
の
状
態

確
認

を
行
う

こ
と

と
し
て

い
る

。
こ

れ
ら

、
建

設
中

の
記

録
保

存
と

管
理

段
階

の
記

録
を

蓄
積
し

、
長
期
的

に
管
理
に

資
す

る
こ
と

と
し

て
い
る

。
 

 5
.
胆

沢
ダ

ム
C
I
M
 

 
胆

沢
ダ

ム
は

完
成
後
、
胆

沢
ダ
ム

工
事

事
務

所
か

ら
北

上
川

ダ
ム

統
合

管
理

事
務

所
に

そ
の

管
理

を
移
行

す
る
。
管

理
に
移
行

さ
れ

る
情
報

に
は
、
昭
和

5
8
年

4
月

に
実

施
計

画
調

査
着

手
そ

し
て

、
昭

和
6
3
年

4
月

に
建
設

事
業
着
手

（
新

石
淵

ダ
ム

を
胆

沢
ダ

ム
に

名
称

変
更

）
か

ら
試

験
湛

水
を

経
て

平
成

2
6
年

3
月

の
事

業
完

了
ま

で
の

各
種

記
録

を
始
め
、
本

体
を
含
む

維
持

管
理
に

必
要

な
観

測
施

設
（

雨
量

、
水

位
、
堤

体
計

測
等

）
の

情
報

等
が

含
ま
れ

て
い
る

。
 

こ
れ
ら
全

て
の

情
報
は
、
一

部
電
子

的
に

保
管

ま
た

は
、
シ

ス
テ

ム
と

し
て

管
理

運
用

さ
れ

て
い

る
も

の
も

存
在
す

る
が
、
そ

の
多

く
は
紙

媒
体

の
情
報

（
図

面
）

に
な

っ
て

い
る

。
 

こ
の
た
め

、
従

来
の
紙

媒
体

の
情
報
（
図

面
）
を

主
体

と
す

る
場

合
に

は
、
広

範
な

ダ
ム

流
域

の
地

形
・
地

質
を
含

め
ダ
ム
本

体
構

造
、
計

測
機

器
等
を

一
体

的
に

把
握

す
る

に
は

多
く

の
書

類
と

時
間

を
必

要
と

し
て

い
た
。
 

 
そ
こ
で

、
胆

沢
ダ
ム

工
事

事
務
所

で
は

、
今

後
の

ダ
ム

の
維

持
管

理
の

高
度

化
と

効
率

化
に

向
け

、
全

て
の
情
報
を

統
合
・
可

視
化

す
る
先

導
的

モ
デ
ル

と
し

て
胆

沢
ダ

ム
C
I
M
の

構
築

に
取

り
組

ん
だ

。
こ

こ
で

は
、
そ

の
一

部
を
紹
介

す
る
。
 

 5
.
1
.
地

形
デ

ー
タ

（
ダ

ム
流

域
、

奥
州

湖
、

ダ
ム

サ
イ

ト
、

胆
沢

扇
状

地
を

含
む

ダ
ム

下
流

域
）

 

地
形
デ
ー

タ
は
、
国
土
交
通

省
国
土

地
理

院
基

盤
地

図
情

報
サ

イ
ト

を
基

本
と

し
、
航

空
写

真
等

を
反

映
し

た
地
形

形
状
に
て

構
築

し
て
い

る
。
ま
た

、
ダ
ム

湖
及

び
そ

の
近

傍
の

地
形

デ
ー

タ
は

、
過

年
度

実
施

し
た

レ
ー

ザ
ー
プ
ロ
フ

ァ
イ
ラ
ー

を
用

い
て
地

形
形

状
と
し

て
い

る
（

図
－

２
）。

 

 

図
－

２
 

地
形

デ
ー

タ
（

ダ
ム

流
域

、
奥

州
湖

、
ダ

ム
サ

イ
ト

、
胆

沢
扇

状
地

を
含

む
ダ

ム
下

流
域

）
 

 5
.
2
.
地

質
情

報
（

柱
状

図
、

地
質

・
岩

級
・

透
水

性
等

）
 

地
質
デ
ー

タ
は

、
地

質
断
面

図
を
組

み
合

わ
せ
た

地
質

パ
ネ
ル

ダ
イ

ヤ
グ
ラ

ム
等

で
構
築

し
て

い
る

。
ま
た

、
地
形

モ
デ
ル
と

同
時

に
表
示

す
る

こ
と
が

で
き

る
（
図

－
３

）。
 

 
図

－
３

 
地

質
情

報
（

柱
状

図
、

地
質

・
岩

級
・

透
水

性
等

）
 

  5
.
3
.
ダ

ム
本

体
等

（
構

造
物

）
 

ダ
ム

本
体

等
は

、
ダ

ム
本

体
（

堤
体

）
、

洪
水

吐
き

、
取

水
・

放
流

設
備

、
監

査
廊

、
貯

砂
ダ

ム
（

旧
石

淵
ダ

ム
）
、

観
測

施
設

（
雨

量
、

水
位

、
堤

体
計

測
等

）
や

関
連

す
る

発
電

所
や

近
隣

の
道

路
、

橋
梁

が
表

示
さ

れ
る

（
図

－
４

、

図
－
５

）。
 

 

図
－

４
 

ダ
ム

本
体

（
堤

体
）
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3 
 

 

図
－

５
 

堤
体

設
備

（
右

側
の

拡
大

図
は

放
流

バ
ル

ブ
室

）
 

 

 5
.
4
.
胆

沢
ダ

ム
C
I
M
の

利
用

 

こ
の

よ
う

に
、

胆
沢

ダ
ム

C
I
M
は

、
胆

沢
ダ

ム
工

事
事

務
所

に
保

管
し

て
い

る
既

存
資

料
を

基
に

構
築

し
て

い
る

。

胆
沢
ダ
ム

C
I
M
は
、
ビ
ュ

ー
ポ

イ
ン
ト

と
し

て
主
要

な
構

造
物
の

位
置

の
確
認

を
素

早
く
確

認
す

る
こ
と

が
で

き
る
よ

う
に
な
っ

て
い

る
。
ビ
ュ
ー

ポ
イ
ン

ト
と

は
閲

覧
者

の
視

点
を

各
構

造
物

へ
速

や
か

に
向

け
る

た
め

の
仕
組
み
で
あ
る
。 

さ
ら
に
、
主
要

な
構
造

物
・
地

質
デ
ー
タ

等
に

関
連

す
る

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

や
シ

ス
テ

ム
へ

リ
ン

ク
す

る
機
能

を
も
た

せ
て
い
る

。
下

図
（

図
－
６

）
に

表
示
さ

れ
て

い
る

文
字

列
は

ラ
ベ

ル
と

呼
ば

れ
、
そ

の
名

称
を

も
つ

構
造

物
・
地
質

デ
ー
タ
に

関
連

す
る
ド

キ
ュ

メ
ン
ト

を
保

存
し

て
い

る
フ

ォ
ル

ダ
ー

と
リ

ン
ク

し
て

い
ま

す
。
個

々
の

ラ
ベ

ル
を
マ
ウ

ス
で
ク
リ

ッ
ク

す
る
こ

と
で

リ
ン
ク

さ
れ

た
フ

ォ
ル

ダ
ー

が
開

き
、
ド

キ
ュ

メ
ン

ト
の

閲
覧

、
保

存
等

の
作

業
を
す

る

こ
と
が
可

能
と

な
っ
て

い
る

。
 

 

図
－

６
 

胆
沢

ダ
ム

C
I
M
の

利
用

（
構

造
物

・
地

質
デ

ー
タ

等
の

ラ
ベ

ル
）

 

 6
.
今

後
の

展
望

と
取

組
み

 

 
胆

沢
ダ

ム
C
I
M
は

、
従

来
で

は
一

元
的

に
集

約
す

る
こ

と
が

難
し

か
っ

た
膨

大
な

ダ
ム

に
関

す
る

情
報

を
可

視
化

で

き
る
。
さ
ら
に

、
現

在
の
タ

ブ
レ
ッ

ト
な

ど
モ
バ

イ
ル

端
末
の

性
能

を
勘
案

す
れ

ば
、
職
員
が

現
場
に

こ
れ

ら
の
情
報

を
持
ち
込

む
こ

と
も
可

能
で

あ
る
と

実
感

し
て
い

る
。
そ
う

す
れ
ば

、
ダ

ム
に
お

け
る
日

常
管

理
（

日
常
点

検
や
地
震

時
等

に
お

け
る

臨
時

点
検

）
、

ダ
ム

総
合

点
検

作
業

も
劇

的
に

効
率

化
す

る
と

考
え

て
い

る
。

ま
た

、
約

３
年

毎
に

行

う
定
期
検

査
や

ダ
ム
管

理
に

係
る
フ

ォ
ロ

ー
ア
ッ

プ
を

踏
ま
え

た
改

善
措
置

の
実

施
な
ど
、
よ

り
一
層

適
切

な
管
理
に

資
す
る
と

考
え

る
。
 

 
し
か
し
、
胆

沢
ダ
ム

C
I
M
は
試
験

湛
水

を
含
む

建
設

段
階
の

情
報

を
単
に

可
視

化
し
た

に
過

ぎ
な
い
。
ダ

ム
の
管

理

に
利
用
す

る
た

め
に
は

、
胆

沢
ダ

ム
C
I
M
を

「
情
報
の

可
視
化

：
各

種
計
測

機
器

等
と
の

連
携

」「
履

歴
の
可

視
化
：

日
常
点
検

、
補

修
・
修

繕
記

録
と
の

連
携

」
へ
と

引
き

続
き
進

化
さ

せ
る
必

要
が

あ
る
。
 

 
こ
の
考

え
の

背
景
と

し
て
、
胆
沢
ダ
ム

の
貯
砂

ダ
ム

と
し
て

機
能

す
る
こ

と
に

な
っ
た

石
淵

ダ
ム
に

お
け

る
経
験
が

あ
る
。
石

淵
ダ

ム
は
、

平
成

2
0
年

6
月

14
日

に
発

生
し
た

「
岩

手
・
宮

城
内

陸
地
震

」
に

よ
っ
て

損
傷

を
受
け
た
。

当
時
実
施

し
た

震
災
後

の
堤

体
の
変

状
調

査
で
は
、
定

量
的
な

堤
体

の
変
状

を
把

握
す
る

こ
と

が
難
し

か
っ

た
事
を
踏

ま
え
、
定

期
的

な
堤
体

横
断

測
量
の

必
要

性
が
報

告
さ

れ
て
い

る
※
4
。

 

 6
.
1
.
情

報
の

可
視

化
：

各
種

計
測

機
器

等
と

の
連

携
 

 
胆

沢
ダ
ム
に

は
、
約

6
0
0
を
超
え

る
計

測
機
器

が
設

置
さ
れ

て
い

る
。
現
状
の

胆
沢
ダ

ム
を

可
視
化

し
た

も
の
を

活

用
す
れ
ば

、「
計

測
機
器

の
場

所
が
わ

か
ら

な
い
？

」「
計

測
場
所

に
た

ど
り
着

け
な

い
？

」
等
の

問
題
が

発
生
し
て
も

事
前

に
適

切
な

手
順

と
順

路
を

確
認

す
る

事
が

可
能

と
な

っ
た

。
さ

ら
に

、
胆

沢
ダ

ム
C
I
M
と

一
体

と
し

て
、
情

報
を

可
視
化
す

る
こ

と
が
で

き
れ

ば
、
従
来
時

間
を
要

し
て

い
た
対

策
の

検
討
に

お
い

て
も

、
履
歴
（
場

所
と
対
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）
の
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認
、
ど
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で
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況
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し
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の

か
を

全
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に
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視
化
す
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こ

と
で
、
よ
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適
切
に

対

策
を
立
案

す
る

こ
と
が

で
き

る
と
考

え
る

。
 

 6
.
2
.
 
履

歴
の

可
視

化
：

日
常

点
検

、
補

修
・

修
繕

記
録

と
の

連
携

 

 
ダ
ム
で

は
日

常
の
管

理
と

し
て
、
浸
透

量
や
変

形
量

な
ど
の

堤
体

計
測
機

器
が

管
理
基

準
以

下
か
ど

う
か

を
、
毎
日

点
検
し
て

い
る

。
ま

た
、
こ

れ
ら
に

加
え

、
定

期
点
検

、
総

合
点
検

や
定
期

検
査

を
含
め

て
、
ダ
ム

施
設
の

維
持
管

理

に
お
け
る

点
検

等
を
実

施
し

て
い
る

。
こ

れ
ら
に

つ
い

て
も

、
現
在

の
状
況

が
可

視
化
さ

れ
、
過
去

の
記
録

と
連
携
し

て
い
れ
ば

、
よ

り
効
果

的
に

維
持
管

理
を

実
施
す

る
こ

と
が
で

き
る

と
考
え

る
。
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取
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2015 年 2 月 14 日発行  

土 木 情 報 学 委 員 会

国 土 基 盤 モ デ ル 小 委 員 会

I C T 施 工 研 究 小 委 員 会

シカゴ交通局（CTA）では、BIM ツールを利用して、数百にもおよぶ 2次元建物外周線から

自動的に都市全体を 1日でモデル化（ビデオ紹介、ただし、モデルデータ集積作業のみ、

モデルング作業は別途）した。設計データと現況点群データと統合し、その点群データに

対してはオーナーが保有している構造物モデルを配置し、他のプロジェクトでも活用でき

るようにライブラリ化も行った。建物の詳細を認識するだけではなく、プロジェクト全体

を把握するためのモデルを作成することが重要で、マクロレベル・全体都市モデルから建

設現場に必要な抽出モデルを再現・計画し、それをまた全体のモデルに反映している。

海外での適用事例(シカゴ交通局 Wilson Transfer Station パイロットプロジェクト) 

米国 CIM 技術調査 2013 報告書より 
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